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展

ごあいさつ

四国大学文学部書道文化学科は、「書道に親しむ」から「書道を楽しむ」、さらに「書道を活かす」へと

発展させ、書道文化の専門的探求を目指すユニークな学科です.

書道文化学科の学生たちは、書道の「技術」「歴史」「理論」などを探求していく中で書道文化を理解し、

また書の作品制作を通して自己を表現することを学ぶと共に、新たなことを創造する発想力を身につけて

いきます.学生が身につけた力は書道以外の分野でも応用範囲が広く、卒業後には様々な職業の中でそれ

を活かして活躍しています。

私たち教員も、教育と研究の責務を果たすべ く日々取 り組んでいますcこ の展覧会は、学科の専任と非

常勤の教員が書法研究発表の場として年一回開催し、今年で37回 目を迎えました.時期をずらして 2会場

で開催します。なにとぞ御高覧のうえ、御教示賜りますようお願い申し上げます。

(出品者一同)

但

31日

主催 四国大学 学際融合研究所 言語文化研究部門



出 品 目 録

〒771-1192
四国大学

学際融合研究所

TEL
FAX

徳島市応神町古川

太 田  岡」(仙鳩)1教授|
「鳳舞」(「李山喬詩」の語)

ナスカの地上絵「鯨」

「ようかんという名の猫」(Kohlinの詩l

高村光太郎の言葉 tl「書|[ついて』,

F茶の本』より
`岡

倉人心)

辻  尚 子 (紅雲)1教授|
工建詩

「百泉響」

『梁塵秘抄』より(後白河法阜|

杜牧詩

森  上  ,羊  光 (洋光)(教授}

「敬恭」

臨「大克鼎銘」

田ノ岡 大 雄 (講師〉
「鷺」(斎藤茂吉の歌)

「鳥獣魚介」(斎藤茂吉の歌)

「雨蛙」(斎藤茂吉の歌)

「鳩」(斎藤茂吉の歌)

渡 邊 周 ― (星肪)榊1lil

l論衡』語二種

「長厚1青 |1参 僕匠之涯」|:趙朴』|・『ブ|:伝 ]|

「篤淵跛魚 義道」(『孟了‐』F礼記」1

趾琢刻り IH嘔 1古難」l llF南子』.『三日志」|

F論語』語二種

黒 田 賢 ― (客員教授〉

「初秋の景」(松尾芭蕉の句)

上  田    普 (非常勤講師
)

「AR天の海」(柿本人麻呂の歌)

鹿  倉  1士  史  (碩斎)(非常輪鰤 〉

「晦蔵」

黒  1木  知  之  (非常勤講師)

「芝仙延年図」

小  竹  IE 高 (非常勤講師〉

「紫陽花」(木村弓子の句 )

松  本寸 茂  樹 (非常鶉獅 ,

「啓功先生の書法」より(自作)
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言語文化研究部門



』Ｔ

織
・轟
鵜

事
ぽ

領

薄

昼

酢
逮
惨

響

群
鶴ル

爆
気

、崎

∫

苺磯

‐

警ず

欝γ
嚇
貯

ヽ
経
こ
寧

多

金
磯

琴

朧

奪

Λ籍
堪

Ｔ
島

て

こ
ち

「高
村
光
太
郎
の
言
葉
」

つ
よ
し
　
　
　
■
ド
ん
き
ゅ
う

剛

（仙
鳩
）

鷲
ワ
〓ガ
″
４
海外年

，
‥

＃
争
　
　
　
″
静
つ
″
゛
脅

■

「よ
う
か
ん
と
い
う
名
の
猫
」

麟

■

137× 35

「ナスカの地上絵 鯨」

脇飾さφ彙露 て
鯛彿る多ヴ多ニ
呻馨し`て

毎メ黎↓藉サ
弯味‡ゞ懃海希

拳後もヽ罐ぼザ
瀦i稜鋤義免がfてくる

マル治″揚力《痴η夕:ム餘卜ある

Eの′徐1事像力だと考え高性■゙
鷲ちιレ・:婆 ン́ラ楓|′躊家

`=′
弯拝

'‖
くる 卸 7認卑メリ|力rナ鬱訂=
マ糠:ス:V近″ヽサタを感じ・る
ズ缶イら,筑壽理

72× 75 90× 52

獅拳瘍哺
`1鍵

鶴、

‘
饉
７

′



つ
じ
＾
　

】

―
■
ニ

、

「
メ

尚
　
子

（紅
雲
）

杜
牧
詩

た
か

　

　

こ
　
　
　
こ
う
う
ん

満

眼
青

山
未
得
過

暁

迎

秋
露

．
枝
新

鏡

中
無

那
髯
絲
何

不
占

園
中
最

上
春

金

れ
ヽ

低
言
旋

老
韓
無
事

　
欲
到
中
年
事
更
多

桃
李
無

二画
又
何
在

　

向

風
偏
笑
蹄
陽

人

森
√

慮
Ｆ

Ｉ

／
４
後
「 噸

“

F

133× 66



か
み
　
　
ひ
ろ
　
　
み

つ
　
　
よ
う

こ
う

上
　
洋
　
光

（洋
光
）

「敬
恭
」

麟聯
Ｚ

轟珍

240× 90

0





わ

た
二比
■
ク

周
　
一

（星
肪
）

「
天
道
難
知
」

ト

ロ■
ア

邊実
●「

権
愛
鋒
出
」

む
羹
｝

詭 爛朧醸

し
ゅ
う
　
　
い
ち
　
　
せ

い
ほ
う

鬱
　

住
ａ
壼
■
口
Ｅ

Ｅ
Ｅ
薔
菫
日
，

独

曇

，
ヽ

摯

１

１

■

７

島●嶋′
璽 闘 田 申 暉 鶉 饉 鑢 馨 噸 鶴 願 騰 `

55× 55

6× 6

6× 6

「
離
琢
刻
鐘
」

「多
聞
澤
其
善
者
而
従
之
」

‥
■
■
■

ば

55× 5

』
腰
・
篠

●Iヽ蟻鍼

伊

蘊』
Ｆ

′

鰺



く

ろ

　

　

だ

　

　

け

ん
　

　

い
ち

黒
　
田
　
賢

　

一

「初
秋
の
景
」

（松
尾
芭
蕉
の
句
）

麒
襴
鶉
一一・驚．燿．．

鸞
　
仄
　
，

レ

‐_‐ 1■

圃

警

^麟銀 :|:‐

|||、~ヘ

隋
鰈
鷲.

‐
|‐

褥
1‐蛯‐‐‐1‐

痣

∫
資

11:嘲
:|1櫻

欝
量

鮮財
感
聰

職
機
一一一・
　

．燿

・・麒
凸
又
・・

兒

颯
.‐‐‐.鰈

=1響‐讐ヽ

瘍

本紙 120× 90

は

つ
秋
や
海
も

青
田
の

一
み
ど
り

ヽ

彗 .1璽、

饉
鑢

感
　
ヽ
ヽ

経澤



ロ ム
ト̂  `
―Lえ

田た

並
日

「Ａ
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海
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麻
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歌
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立
ち

月
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星
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漕
ぎ
隠
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を
読
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き
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動
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は
く
ｏ
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な
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に
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【阿
波
ゆ
か
り
の
書
人
作
品
　
紙
上
展
】

四
国
大
学
　
書
道
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
阿
波
と
淡
路
に
関
係
の
深

い
書
人

の
作
品
を
中
心
に
収
集
し
て
い
ま
す
Ｌ
こ
の
時
代

の
地
方

の
苦
道
を
担

っ

た
学
者

。
僧
侶

・
国
学
者
は
、
既
に
名
前
を
忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
方
が
多

い
の
で
す
が
、
書

の
技
術
は
高
く
個
性
的
で
、
近
世

・
近
代

の
日
本
書
道
史
を
考
え
る
際
の
重
要
な

資
料
に
な
り
ま
す
ｃ
ま
た
、
そ
の
流
れ
は
現
代

の
そ
の
地
域

の
人

々
の
書
く
書

の
基
礎
的
な
部
分
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
．
行
草

の
漢
文
や
変
体
仮
名

の
作
品
が
多

く
、
現
代
人
に
は
読
み
に
く
く
、
経
年
劣
化
も
目
立

つ
た
め
、
と
も
す
れ
ば
、
世
代
交
代

の
折
に
廃
棄
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
ｉ
翻
刻
は
ま
だ
間
に
合

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
教

員
展

の
際
に
、
書
人
の
履
歴
と
共
に
そ
の

一
部
を
展

小
し
、
地
域
の
皆
様
や
学
生
達
に
も
鑑
賞
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
書
人

の
名
前
を
記
憶
に
留
め
、
次
代
に
伝
え
て
い
き
た
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と
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え
て
い
ま
す
．
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）
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十
九
歳

の
人
．
阿
波
藩
儒
と
し
て
有
名
な
那
波
魯
堂
の
弟
．
名
は
元
継
、
字
は
志
季
、
通
称
は
尚
斎
、
別
号
は
松
斎

・
仙
棋

・
拙
古
ｃ
本
姓
は
那
波
で
奥
田
は
妻
の
姓
。
兄
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に
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都

し
、
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学
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た
。
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、
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眉
山
山
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あ
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）
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十
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都
の
人
。
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完
、
号
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偶
斎
。
十
六
歳
で
詩
を
岡
魯
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に
、
文
を
大
興
梅
荘
に
学
ぶ
。
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で
備
中
の
大
雲
老
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、
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の
俄
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和
尚
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の
隠
山
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師
の
下
で
修
業
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。
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十
余
年
、
徳
島
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の
興
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来
て
主
僧
と
な
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、
僧
に
文
学
を
教
え
た
。
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林
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双
璧
」
と
讃
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ら
れ
、
全
国
的
に

「
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禅
」
と
し
て
有
名
に
な
り
、
集
ま
る
僧

は
数
百
人
を
数
え
た
。
文
名
も
高
く
、
詩
文

・
書
を
よ
く
し
、
琴
を
弾
じ
た
。
特
に
七
言
律
詩
に
巧
み
で
、
古
賀
精
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・
篠
崎
小
竹
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竹
堂
ら
と
親
交
が
あ

っ
た
ｃ

察

褒

Ｆ

）諮

‐
，
経

な

に

鋒

・・け

胸

」磋

像

感

璃
警
議

「
．．整

鷲

熙
甦

鷹
な
蛯

赦

な

に
菫

核
援
Ｌヽ

議
院

九
∬絆

畿

Ｋヽ

錮

艤
勒
感

　

　

　

燿

諄

‐

一

顔
「
．．懸

ヽ
　
　
じ
Ｅ
勲
■

´
鷲

た
「

セ

ーーー‐‐‐

比
木
　

一秋

抑̈
り
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十
二
～
明
治
四

（
一
八
三
〇
～
七

一
）
四
十
二
歳

徳
島
の
人
ｃ
幼
名
は
卯
吉
、
名
は
維
卯
、
字
は
緑
野
、
通
称
は
新
蔵

・
六
郎
、
別
号
は
繭
山

・
東
野

・
帰
僕

・
紅
賓

。
秋
孫
な
ど
。
太
物
商
、
阿
賀
屋
清
左
衛
門
の
子
．
四
歳
で
父

に
死
別
、
人
歳
で
丁
稚
奉
公
に
出
る
が
読
書
好
き
で
、
医
師
河
野
弘
に
見
出
さ
れ
門
弟
に
な

っ
た
が
、
数
年
後
、
新
居
水
竹
に
入
門
し
儒
学
を
学
ん
だ
。
十
六
歳
で
上
京
し
大
沼
枕
山

の
下
僕
と
な
り
四
年
間
学
ぶ
が
、
帰
郷
途
中
、
大
阪
で
藤
井
藍
田
を
知
り
援
助
を
受
け
広
瀬
旭
荘
に
入
門
し
塾
頭
に
な

っ
た
。
同
時
に
緒
方
洪
庵
に
も
洋
学
を
学
ん
だ
．
安
政
四
年

（
一
人
五
七
）
に
は
豊
後
日
田
の
広
瀬
淡
窓
に
学
び
、
広
瀬
青
郁

。
平
野
五
岳

・
長
三
洲
と
も
交
流
し
、
咸
宣
園
塾
頭
と
な

つ
た
。
文
久

一年

（
一
人
六
三
）
、
帰
郷
し
塾
を
開
い
て
教
授
し

た
。
藩
に
も
起
用
さ
れ
儒
学
と
洋
学
を
教
え
た
。
詩
書
画
に
優
れ
、
ま
た
酒
を
愛
し
た
。
し
か
し
明
治

一年
の
庚
午
事
変
に
よ
り
三
年
間
の
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
、
病
没
し
た
「
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杉
鋼
価
抑
いｗ
　

天
保
五
～
明
治
四
十
三

（
一
八
三
四
～

一
九

一
〇
）
七
十
七
歳

徳
島
の
人
．
初
名
は
五
郎
、
の
ち
租
郁
、
屋
号
は
杉
同
。
藩
の
中
老
西
尾
志
摩
安
福
の
家
臣
明
真
の
子
。
十
二
歳
で
寺
島
学
問
所
で
儒
学
を
、
父
に
和
歌

。
物
語
を
、
池
辺
真
榛
と
本

居
内
遠
に
国
学
を
学
ん
だ
．
二
十
四
歳
で
江
戸
の
紀
伊
藩
古
学
館
で
国
文

・
和
歌
を
学
び
、
村
田
春
野

・
小
中
村
清
矩

・
久
米
幹
文
ら
と
親
交
し
た
ｃ
文
久
三
年

（
一
人
六
〓
）
、
尊
阜
攘

夷
を
主
張
し
た
た
め
に
西
尾
家
に
幽
閉
後
、
城
下
を
追
わ
れ
鳴
門
の
北
泊
で
塾
を
開
い
た
。
維
新
後
に
は
徳
島
の
役
人
を
経
て
新
政
府
に
人
り
、
教
部
省
社
寺
係

・
内
務
省
社
寺
係

・
参

謀
本
部

・
文
部
省

・
帝
国
博
物
館
歴
史
美
術
部

・
宮
内
省
御
歌
所

・
東
京
美
術
学
校
教
授

・
東
大
文
科
大
学
講
師

。
国
語
伝
習
所
長

・
帝
室
博
物
館
評
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た
ｃ
大
師
流

の
能
書
家
で
、
有
職
故
実
に
通
じ
、
奈
良
の
正
倉
院

・
法
隆
寺
の
研
究
に
詳
し
か
っ
た
。
全
国
を
歩
き
筆
写
し
た
古
記

・
古
文
書
集
は
貴
重
な
文
献
で
あ
る
．

ヽ
十


